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ここで生きる人たちの
　　　折れない杖になりたくて

　
地
球
を
征
服
し
た
か
の
よ
う
に
猛
威
を
振
る
い
、
今

だ
も
っ
て
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
、健
康
を
蝕
み
、経
済
不
況
に
落
と
し
入
れ
、日

常
生
活
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
状
況
に
恐
怖
を
感
じ
ま
す
。

　
年
の
暮
、
世
相
を
象
徴
す
る
漢
字
に
「
断
」（
だ
ん
・

た
ち
切
る
）
を
選
び
、
迫
り
来
る
コ
ロ
ナ
の
進
入
を
、

職
員
の
高
い
意
識
と
努
力
に
よ
っ
て
遮
断4

し
、
安
心
・

安
全
を
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
油
断4

は
禁
物
で
す
。
常
に
緊
張
感
を
持
っ

て
危
機
管
理
に
努
め
、
万
一
の
感
染
者
に
は
差
別
が

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
当
然
な
が
ら
社
協
活
動
も
制
限
・
自
粛
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
町
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
私
が
描
く
福
祉
と
は
、
家
族
・
友
達
・
近
所
・
地
域

の
沢
山
の
人
々
に
支
え
ら
れ
生
活
し
て
い
ま
す
。
お
互

い
支
え
合
っ
て
皆
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ

く
る
こ
と
が
、
福
祉
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
福
祉
無
く
し
て
日
常
生
活
は
有
り
得
ま
せ
ん
し
、
地

域
福
祉
無
く
し
て
地
域
社
会
は
造
れ
な
い
と
の
思
い
で
、

社
協
運
営
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
不
況
も
あ

り
、
生
活
の
厳
し
さ
を
抱
え
社
協
に
相
談
に
来
ら
れ
る

方
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
内
外
の
多
く
の

皆
様
方
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
浄
財
を
基
に
、
き

め
細
か
な
対
応
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
築
こ
う
福
祉
の
里
〝
飯
豊
〞
を
！

  

コ
ロ
ナ
と
福
祉

飯
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
会
長
　
伊
　
藤
　
榮
　
造
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御
理
解
・
御
協
力
に

　
　感
謝
申
し
上
げ
ま
す

　

令
和
２
年
度
の
赤
い
羽
根
共

同
募
金
並
び
に
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆

様
、
事
業
主
の
皆
様
の
ご
理
解

に
よ
り
、
多
く
の
協
力
を
頂
き

ま
し
た
。

　

共
同
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

山
形
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、

来
年
度
に
計
画
さ
れ
る
様
々
な

地
域
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

　

歳
末
た
す
け
あ
い
の
ご
厚
意

は
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
時
期

に
お
い
て
様
々
な
生
活
課
題
を

抱
え
る
世
帯
へ
の
支
援
に
役
立

て
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

２,２６８,１１４２,２６８,１１４２,２６８,１１４円円円 赤い羽根
共同募金

 ※その他、運動諸経費として３０，１５５円を配分させて頂いております。  

令和２年度（募金期間： 令和２年11月12日 ～ 12月16日）

　９６７,０００円
目標額　１，０００，０００円（達成率９６．７％）

歳末たすけあい
募金総額

　昨年12月17日に寄附者
の代表者及び福祉関係者
等で構成する「配分審査
委員会」の審議を経て配
分事業の詳細について決
定いただきました。それ
を受けて、12月25日に各
民生委員による受配者宅
への訪問活動を行ってお
ります。

― 配分金を受けて年末に執行された福祉活動 ―
経済的支援を必要とする世帯への生活援助事業
　飯豊町社会福祉協議会　　　　　　　　（　７７件 / ７３６，１５５円 ）

単身高齢者等を対象とした歳末見守り訪問事業
　飯豊町民生委員児童委員協議会　　　　（　８２件 /　 ７３，６９０円 ）

要保護準要保護認定児童激励支援事業
　飯豊町民生委員児童委員協議会　　　　（　２４件 /　 ７２，０００円 ）

障がい者施設が行う福祉活動への助成事業
　福祉事業所でんでん　　　　　　　　　（ １件 /　 ３５，０００円 ）

ボランティアによる単身高齢者への福祉年賀状作成事業
　特定非営利活動法人ほっと　　　　　　（１１５件 /　 ２０，０００円 ）

地域歳末
たすけあい

■町内各世帯からのご寄付

【戸別募金】　　　1,359,700 円
　　　　　　　　　　（1,926 件）

　中部地区　 　 　571,900 円
　白椿地区　 　　322,000 円
　東部地区　 　　206,500 円
　西部地区　 　　189,300 円
　中津川地区　 　70,000 円

■町内各企業・個人事業主等からのご寄付

【大口募金】　　　　　768,803 円（160 件）

■町内の職場・学校からのご寄付

【職域・学校募金】　 　76,199 円（23 件）

■ガチャポン募金、協賛イベントによる寄付

　（めざみの里観光物産館・社協事務所内）

【その他の募金】　　　 63,412 円
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大口募金協力者・企業等ご芳名（50音順・敬称略）
◆個人

髙橋　玄舟　　森　　　光
遠藤　英子　　小山　大地
匿名

◆法人
愛昭運輸
青木電気工事
アグリメントなか
アベ床屋
安部塗装所
嵐商店
飯豊米ネットワーク
いいで添川温泉しらさぎ荘
いいで福祉会
飯豊町観光協会
飯豊町商工会
飯豊めざみの里
いいでめざみの里福祉会
いいで旅館
いいでワゴー薬局
居酒屋来来軒
いとう印刷
伊藤園
いとう自動車
伊藤造園土木
伊藤畜産
いとう美容室
井上園芸
いわはなや食堂
上田スポーツ店
魚井
ウマイヤ商店
梅津商店椿給油所
エコプラントめざみ
エムエス
エルベ
遠藤商店
オウラ
大岸製作所山形工場
オオヒラ

おそうじ館梅津
男鹿商店
オリエンタルブラウン
恩徳寺
菓子の丸屋
粕川電機商会
KATO創業
叶で～る
ガレージフラット
歓喜院
岩松寺
喜雲寺
菊地工業
吉祥寺
木村自動車
協和ハウス
銀波
喰い処さかい
草刈商店
源居寺
小池建築
小泉たたみ店
香月
国分石材
後藤酒店
後藤農場
ごとう美容室
後藤無線商会
こまくさ理容店
こまつ鍼灸接骨院
今魚店
齋藤組
寒河江設計
佐久間履物店
佐藤管工業
さとうクリーニング
佐藤酒店
佐藤鉄筋
佐藤輪業商会
山有縫製
三陽電気

ＪＦＥミネラル飯豊鉱業所
四季彩魚豊味
島貫販売店
車匠ヨシダ
十割蕎麦きはる
白川温泉白川荘
新丸七商店
須貝周一税理士事務所
セルカ
泉学寺
大工手塚建築
髙岡建築工業
高橋オートサービス
髙橋工務店
たせい美容室
田中屋
田辺理容所
椿簡易郵便局
つばき美容室
土地家屋調査士横山事務所
トップパーツ
冨永工務店
豊川建設
どんでん平ゆり園
中津川エフエフ
中津川バイオマス
長沼新聞店
長沼安義税理士事務所
並木製作所山形工場
新野印刷
肉のすがい
西置賜ふるさと森林組合
日栄製作所
日進
橋本建築
東山アスコン共同企業体
樋口建設
ビューティーサロン舞衣
美容室いのうえ
美容室メルシー
美容ホワイト

船山印刷
舟山建築
船山商事
fringe
ヘアーサロンながおか
ヘアーサロンナス
ヘアーサロン細谷
豊城建設
ほーす
ほそやでんき
ホリエ
堀呉服店
本長寺
巻坂塗装店
マツキコーポ―レーション
まつや商店
松山和好行政書士事務所
松山商店
マルシチ米穀
マルホ商店
まるや尾形商店
三ッ柳道路
めざみ交通
焼肉夕月
山形おきたま農協飯豊支店
山形中央信用組合飯豊支店
ヤマキチ
山口治療院
山口ボディサービス
ヤマデン
湯村板金
ゆり調剤薬局
米野土地家屋調査士行政書士事務所
リペアナガオカ
レペック
若乃井酒造
渡部ガソリンスタンド
渡部製材所

以上１６０件

赤い羽根共同募金に対し多額の寄付をお寄せいただいた場合、次の基準により感謝状の贈呈対象となります。

贈呈区分 山形県共同募金会
会長感謝状

中央共同募金会 厚生労働大臣
感謝状会長感謝状 会長感謝楯

個　人 １０万円以上 ２０万円以上
５０万円未満 ５０万円以上 １００万円以上

５００万円未満

団　体 ３０万円以上 ６０万円以上
１００万円未満 １００万円以上 ３００万円以上

１０００万円未満

　個人で500万円以上、法人・団体が1000万円以上の寄付を行った場合は、「褒章」の対象となります。
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赤い羽根共同募金は、
さまざまな形で地域にいかされています

　毎年、皆様からお寄せいただいた寄付金は、県内の民間社会福祉施設、社会福祉団体をはじめ、
地元の社会福祉活動に配分され、福祉活動の振興や地域福祉推進のために活用されます。

共同募金は、皆さんのやさしさで支えられています。
学校にて… 会社等にて…

戸 別 募 金 職 域 募 金街 頭 募 金 大 口 募 金 学 校 募 金

２,２６８,１１４円
令和２年度飯豊町の実績額

　地域の皆様からお寄せいただいたすべての寄付金は一旦、「山形県共同募金会」に集められ、
翌年度（令和３年度）の配分計画に沿って、下記の通りさまざまな地域福祉事業に役立てられます。

５１７,０００円 １,７５１,１１４円
赤い羽根の使いみち

【広域配分】県内社会福祉施設等へ 【地域配分】飯豊町社会福祉協議会へ

●福祉施設の整備費として
●大規模災害の支援金として
●県域で事業を実施する民間福祉

団体の活動のために
　【飯豊町内４団体】
●災害ボランティア養成・活動を

推進するために　等

各ご家庭で… 街角で… 地域の商店街…
企業にダイレクトメールにて…

地域の高齢者がいきいきと安心して生活していくために
社会福祉協議会 単身高齢者のための会食サービス開催
社会福祉協議会 在宅介護者の集い開催
社会福祉協議会 ふれあいグラウンドゴルフ大会開催
社会福祉協議会 認知症カフェ開催
老人クラブ連合会 地域支え合い活動推進
地域の障がい者の社会活動のために
身体障がい者福祉協会 レクリエーション交流
地域の青少年が健やかに安心して生活していくために
育児サークルキッズワールド 子育てサロン活動推進
NPO 法人ほっと 子育てサポート活動推進
社会福祉協議会 社会的なつながりが弱い若者等交流
社会福祉協議会 祖父母への絵手紙コンテスト主催
福祉活動の推進と地域福祉の課題を解決するために
社会福祉法人連絡会 福祉・介護の魅力を発信する活動
サロン実施団体 高齢者中心のサロン開催
社会福祉協議会 広報紙の発行
社会福祉協議会 小地域見守り活動・助け合いづくり
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「地域のつながり」と「ともに生きる」を考える集落ワークショップ！
どんでん平ゆり園のあるまち・町西地区で開催！！

●地区長／八嶋茂雄　●世帯数／ 46戸 【町西の特徴】
・隣組の活動が地区活動の基盤となってい

る。地区の面積は大きく、住宅が点在し
ているところもある。

【町西のいいところ】
・町西ゆりの会という女性のボランティア

グループがあり、住民活動が活発である。
お年寄りのお世話をしてくださる方（面
倒見の良い人）が多い。

【町西の課題】
・町西として独立した公民館が無い。新し

い中部地区公民館が活動の拠点となるが
少し離れているため集まりにくい。

《町西地区ワークショップからのアクションプラン》　１回目/11月25日・ ２回目/12月16日

【よりよい暮らしを求めて】
■集落で介護予防の取り組みをはじめよう。

　⇒いきいき百歳体操！でお年寄りも長生き、ますます元気に。

■運転免許返納後の身近な圏域内の移動を考える。

　⇒電動シニアカー（ラクーター）などの共同購入・共同利用も良い。

■若い世代と高齢者の交流の場を作ろう。

　⇒防災訓練・イベントを通して集落の助け合いを考える。

【趣味・特技を公益や実益につなげる】
■和服・洋服のリフォームを学ぼう⇒地区のグループ活動に参加。

■水田や畑の有効活用（耕作放棄地を無くすために）。

　⇒「健康のためのそば栽培」「西洋野菜（イタリアンパセリ、パクチー）づくりにチャレンジ」

■農産加工のすすめ。

　⇒我が家の味噌や漬物を自分たちで作ってみる。うまく出来たら隣近所へおすそわけ、目標は直売所
での販売。

コロナの感染予防対策のご協力をお願いし「中部地区公民館」で開
催しました

多様な趣味や特技を持つ町西の
人々。力作の一例。

和服のリフォームで洋服づくり。沢山の作品が集まりました！
福祉マップに落とし孤立している世帯がい
ないかを確認しました。
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2020年度町社協関連・主要トピックス
新型コロナ感染予防のために“広がる支援の輪”！マスク1,100枚が寄せられる！

　昨年は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により
「マスク」が普通に手に入らいない事態が３～５月くら
いまで続きました。社協では、家庭で使う予定のないの
マスクに加え、ご家庭でできるボランティアとして、「ハ
ンドメイド（手作り）マスク」の制作を呼びかける運動
を開始しました。１ケ月後、約1,100枚（手づくりマスク
600枚、市販マスク500枚）を超えるマスクが集まり、善
意をつなぐ橋渡しの役割を担いました。
　町内のご婦人方が個人的に善意で製作した作品が多く、
子ども向けに作られた小さめサイズのものもたくさん集
まりました。購入できずに困っている方に配布したり、
町内の社会福祉施設等において大切に活用させていただ
きました。

地域福祉の推進を目指して社会福祉法人連絡会設立！飯豊町内４法人がスクラム！

　町内に事業所を有する４つの社会福祉法人で
つくる町社会福祉法人連絡会の設立総会が11月
12日、いいで旅館で開かれました。初代会長に
本会の伊藤会長を選び、各法人が連携して町民
の福祉向上に努めることを誓いました。また、
会員法人が情報交換しながら地域のニーズや課
題を把握し協力して生活困窮者を支援するため
の「フードドライブ」など社会貢献事業に取り
組むことを事業計画に掲げました。
◇役員（会員法人名）
会　長　伊藤　榮造
　　　　（社会福祉法人飯豊町社会福祉協議会）
副会長　渡部　恵介
　　　　（社会福祉法人いいで福祉会）
副会長　後藤　博信
　　　　（社会福祉法人いいでめざみの里福祉会）
監　事　鈴木　英次
　　　　（社会福祉法人すぎな会）

会員法人の理事長が「設立趣意書」に署名
11月12日　いいで旅館
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8050問題にどう立ち向かうか！「断らない相談」の実現にむけて検討会を開催！

名称：ライフステージサポート体制推進会議
委員：委員長（◎）副委員長（○）

（学校教育振興室）　　渡辺　裕和室長
（子育て支援室）　　〇後藤　智美室長
（福祉室）　　　　　　渡部　賢一室長
（健康医療室）　　　　伊藤満世子室長
（生活環境室）　　　　渡部　博一室長
（住民室）　　　　　　細谷　美佳室長
（建設室）　　　　　◎上田　信幸室長
（上下水道室）　　　　宮川千鶴子室長
（税務室）　　　　　　勝見賢太郎室長
（社会福祉協議会）　　飯澤　成三室長

　2020年６月成立した「地域共生社会関連法」には、市町村が、地域住民が直面する複合的な問題に対して一元
的に対応する「断らない相談」の窓口を設置するという内容が盛り込まれています。この背景には、医療や介護、
子育てなどについて、相談に来た住民がたらい回しになってしまったり、また、従来の窓口では、担当者同士に
よる情報の共有がなかったりして、適切な支援を受けにくくなっているという問題が全国的に指摘されてきまし
た。これらの問題を解決するために、「すきまのない」一元的な相談体制の整備に向けた取り組みが必要となって
おり、本年度、山形県によるモデル指定を受け飯豊町が実施する「多分野連携による総合的な相談支援体制整備
事業」について社協が委託を受けて取り組むこととなりました。
　特に、「中高年（50歳位）の引きこもりの子どもを高齢の親（80歳位）が支えている家庭（8050）」や「子育て
と介護が同時に発生する状態の家庭（ダブルケア）」など生活の困窮が発生しやすい世帯については「複合的な問
題を抱えるケース」として、関係機関がどのように連携していくかが焦点となります。

心の拠り所となる「第３の居場所」づくりを！研修会を契機に若者支援の機運高まる！

「飯豊町の若者支援を考える研修会」
日　時：令和２年11月13日（金）
場　所：飯豊町町民総合センター「あ～す」
講　師：クローバーの会@やまがた　
　　　　代表　樋口　愛子氏
参加者：72名
　　　（民生委員児童委員、人権擁護委員
　　    行政関係機関職員、社協関係者等）

　不登校・ひきこもり等、生きづらさを抱える子供たちや家族に
福祉はどのように手を差しのべたらいいのか。赤い羽根共同募金
の配分を受け主催した研修会には教育・福祉関係者等約70名が集
まりました。講師を務めていただいた「クローバーの会@やまが
た」代表の樋口愛子さんは、飯豊町萩生出身で山形市内を拠点と
して「こども食堂」や「若者の居場所づくり」などを先駆的に進
めている活動家です。当事者だけでなく、家族も含め社会から孤
立しないようにするための取り組みが必要になっていることを学
びました。

第１回会議　10月１日/ 飯豊町役場庁舎
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～新型コロナウイルス感染予防につとめましょう～

２段階換気をしよう

　飛沫感染を防ぐため、室内の換気は１時間に５分程度
行うことが理想とされていますが、真冬の冷たい外気
は、換気をすると室内の温まった空気を冷やしてしまい
ます。その際の急激な寒暖差は、心疾患や脳疾患など血
管にかかわる重篤な疾患のリスク要因とされています。
　そこで推奨するのが「２段階換気」です。『人がいな
い部屋の窓を開け、その部屋を通じて空気の流れを作る』のが２段階換気で、窓を開け放つのに比べ、
急激な室温の変化を抑えることができます。
　上の図は、使っていない部屋の窓とドアを開け、廊下づたいに居間に外気を流しています。換気
口や換気扇がある部屋の場合は、常に稼働させておくと換気量が確保できます。もし窓がなく、換
気の難しい部屋の場合は、扇風機などで空気の流れを作りましょう。

コロナ差別ノー！宣言（あったかハートリレープロジェクト）

　山形県では、新型コロナ感染者等への差別は行わない決意を表明しております。また、医療
従事者や福祉サービス従事者等に感謝の思いを伝え、つなげていくことで、コロナ禍にあって
も安心して暮らすことができる地域社会づくりを進めていく『コロナ差別ノー！宣言』県民運
動に取り組んでおります。

私たちは、私たちの生活を支えている方々への感謝の気持ちを忘れず、
あたたかい思いやりの心をもって、差別や誹謗中傷のない山形県づくり
に取り組んでいくことを宣言します。

１　私たちは、感染者や医療従事者、その家族等への差別や
　　誹謗中傷は決して行いません。

２　私たちは、医療従事者をはじめとした、県民生活を支えて
　　いる方々に感謝し応援します。

３　私たちは、県民一人ひとりが思いやりの心をもち、一丸と
　　なってコロナを乗り越えていきます。

　　　　令和２年12月24日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山 形 県 コロナ差別

ノー！
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　 地域の皆様にありがとう！
　　　  福祉の里めざみ開所20周年
信頼される事業所であるために
一歩一歩確実に前進してまいります
　在宅複合型老人福祉施設「福祉の里めざみ」は20年前の平
成12年４月、介護保険制度の施行にあわせて誕生しました。
　21世紀にふさわしい高齢社会を実現するために、わたした
ちは「地域に信頼され、愛される施設」を基本理念に掲げ、
役職員が一丸となり、ご家族や地域と一体となったサービス
提供を大切にしてきました。
　いま、介護事業、とりわけ「居宅サービス」を取り巻く経
営環境は年々厳しさを増しております。また、新型コロナの
影響により予防対策の強化が一層求められ、ひとつ対応を誤
れば経営の根幹を揺るがしかねない事態に陥るのが現状です。
20周年にあたり今後、制度がどのように変わろうとも感謝の
心と福祉の心を決して見失うことなく、次の10年に向かって
さらに邁進していくことをお誓い申し上げます。

福祉の里めざみ沿革

わたしたちは、町民から選ばれる介護事業所として、徹底したプロ意識による介護サービスの実現と、社会福祉
事業を推進する公共性の高い社会福祉法人としての使命を達成するために、次の項目に沿って事業を展開します。
　１　誰もが安心して暮らせる「福祉のまちづくり」を進めていきます。
　２　“福祉は心”を念頭に置き、ご利用者様及びご家族様の満足度を高めるため、プロ意識を心掛けます。
　３　質の高い介護サービスを提供するため、“人づくり”に力を入れていきます。

2000

2001
2002

2003

2006

2008
2009
2010
2013
2014
2015
2016

2017
2019

2020

平成12年４月

平成13年４月
平成14年４月

平成15年１月
平成15年７月
平成18年４月

平成18年10月

平成20年６月
平成21年12月
平成22年６月
平成25年６月
平成26年３月
平成27年10月
平成28年３月
平成28年４月
平成29年４月
平成31年４月
令和元年６月
令和２年１月

在宅複合型老人福祉施設「福祉の里めざみ」開所
介護保険サービス事業開始
①居宅介護支援　②訪問介護　③訪問入浴介護
④通所介護（定員23名）　
⑤短期入所生活介護（定員20床）
訪問入浴介護サービス休止
通所介護サービス定員増員（23名から30名）
定員：一般型デイ22名・認知症対応型8名
介護事業財政調整基金を設置
障害者居宅生活支援事業、短期入所支援事業開始
介護保険法改正により介護予防給付が創設
要支援者向けサービス提供開始
通所介護サービス定員変更
定員：地域密着型デイ18名・認知症対応型デイ12名
支援費制度から障害福祉サービスへ移行
①訪問介護・重度訪問介護　②短期入所
給食業務を外部委託から直営に変更
短期入所施設にスプリンクラー設置
福祉の里めざみ創立10周年記念式典を挙行
給食業務を外部委託に変更
町高齢者能力活性化センター機能を施設内に移転
訪問自費介護サービス開始
第1期経営改善計画（2016 ～ 2020年度）策定
福祉有償運送事業開始
キャリアアップ型人事制度導入
介護部門４係制を廃止、新たに３室体制に再編
給食業務を外部委託から直営に変更
飯豊町通所型サービスＡ事業開始

経
営
理
念

入浴サービスについては機械浴の他に自立されている
方も個浴で、お一人お一人お湯を入れ替える入浴シス
テムを採用しております。

ユニット型個室の短期入所（ショートスティ）は、快適
な設備が整っており、どなたでも利用しやすい構造に
なっています。
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事業名 サービス内容 事業所・部所名

介護予防
サービス

介護サー
ビス

障害福祉
サービス

その他 電話番号 営業日時等要支援1・
2と認定
された方

要介護1 ～
5と認定さ
れた方

障害のあ
る方

居宅介護支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ケアマネジャーがケアプラン作成、
介護保険認定申請代行からサー
ビス利用までをサポートします。

在宅介護支援
センター福祉
の里めざみ

〇    
委託   〇 86-2231

月～金（祝
日・12/29
～ 1/3除）

8:30 ～ 17:15

訪問介護
（ホームヘルプサ
ービス）

ホームヘルパーが訪問し、身体
介護や生活援助など日常生活
のお手伝いをします。

訪問介護ステ
ーション福祉
の里めざみ

〇　　　
（総合事業） 〇 〇　　　

重度除く 86-2231
年中無休

（12/29
～ 1/3除）

7:00 ～ 21:00　　　　
(介護予防
8:00 ～ 17:00)

地域密着型通所
介護（デイサー
ビス）

送迎、入浴や食事の提供等、日
常生活上の支援を日帰りで行い
ます。

日帰り介護セ
ンター福祉の
里めざみ

〇　　　
（総合事業） 〇

86-2237
月～土　　　

（1/1 ～
1/3除）

8:30 ～ 17:15　　　　
（提供9:00 ～
16:30）認知症対応型通

所介護
（デイサービス）

認知症の方を対象に送迎、入浴
や食事の提供等、日常生活上の
支援を日帰りで行います。

日帰り介護セ
ンター福祉の
里めざみ

〇 〇

短期入所生活介
護・短期入所
（ショートスティ）

ご家族に代わって、短期間、介護
を必要とする方に対し、入浴、食
事等の生活介護を行います。

短期入所生活
センター福祉
の里めざみ

（単独型）

〇 〇 〇

〇
利用弾力
化事業

（町委託）

86-2236 年中無休 24時間

日中一時支援
（町委託）

一時的に見守り等の支援が必
要な障がい者等の日中における
活動の場を確保します。

短期入所生活
センター福祉
の里めざみ

〇 86-2236
月～金（祝
日・12/29
～ 1/3除）

7:30 ～ 9:30　　　　

安心生きがい訪
問（町委託）

日常生活に不安がある単身高齢
者等が、社会生活を円滑に営むこ
とができるよう定期的に指導員を
派遣し必要な支援を行います。

飯豊町社会福
祉協議会　総
合福祉管理室

〇　　　　　
事業対象者 72-3353

月～金（祝
日・12/29
～ 1/3除）

8:30 ～ 17:15

通所型サービス
A（町委託）

個々の状態に応じ、身体機能と
生活の質の向上を目指したトレー
ニングやサポートを行います。

飯豊町社会福
祉協議会　総
合福祉管理室

〇　　　
要介護１のみ

〇　　　　　
事業対象者 72-3353 金曜日・

ほか

8:30 ～ 17:15　　　　
（提供10:30 ～
14:00）

デマンド交通シ
ステム　ほほえ
みカー運行

交通弱者等に対し、公共交通機
関として乗り合いタクシーによ
るドア、ツー、ドアのサービスを提
供します。

飯豊町社会福祉協
議会　総合福祉管
理室（ほほえみカ
ー予約センター）

※単独乗
車可のみ

※単独乗
車可のみ ○ 86-2220

月～金（祝
日・旧盆・
12/29 ～
1/6除）

－

介護福祉移動支
援（町委託）

定期的な通いの場又は医療機
関等への移動において、他の交
通手段を利用できない方など特
定の方に対し、自宅から目的地
までの送迎を行います。

飯豊町社会福
祉協議会　総
合福祉管理室

〇
デイ利用者

（地理的要件で
利用不可の方）

〇
人工透析

（患者付添
要する方）

○
介護予防事
業参加者

（移動困難者）

72-3353
月～金（祝
日・12/29
～ 1/3除）

7:30 ～ 17:30

福祉有償運送サ
ービス

公共交通機関を利用することが困
難な方に対して、ドア、ツー、ドアの
個別輸送サービスを提供します。

飯豊町社会福
祉協議会　地
域生活支援室

〇
公共交通機
関利用不可

〇
公共交通機
関利用不可

86-2231
月～金（祝
日・12/29
～ 1/3除）

8:30 ～ 17:15

らくらく筋トレ
教室

健康寿命を延ばすための総合
支援と老化を防止する専門的な
サポートを行います。

飯豊町社会福祉協
議会　ふれあい介
護支援室（らくら
く筋トレ部門）

〇　　　　
65歳以上 86-2555

月～金（祝
日・12/29
～ 1/3除）

9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:30

社会福祉法人飯豊町社会福祉協議会が運営するサービス提供事業所一覧
サービスの内容やご利用方法についてはお気軽にご相談ください

高齢者や障がいのある方などが安心して生活できるようにサポートします。
まずは、飯豊町社会福祉協議会にご相談ください。
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